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口として有効性大であるといえる。
　専攻科開設以来 6 年を経過した今、専攻科
での学修を卒業生や在学生を含めて具体的に
振り返ることで、成果や課題を探求し、更な
る保育者としての資質向上を目指した養成校
のあり方を探っていくこととしたい。
　保育者養成校として歴史のある S 短期大学
訪問の機会を得て、設置された専攻科の取り
組みや特色・状況をも加味しながら今後の専
攻科の充実を図ることを目的とするものであ
る。
Ⅱ　研究の方法
1　専攻科保育専攻　卒業生アンケート調査か
らの検証（吉田）
2　第一回 専攻科保育専攻 同窓会開催  卒業
生・在学生意見交換記録 からの検証（澤田）
3　S 短期大学訪問　専攻科保育専攻の状況（吉
田）
Ⅲ　結果と考察
1　専攻科保育専攻　卒業生アンケート調査　
n=15  
【卒業生アンケート調査の結果】
Ⅰ　はじめに
　「専攻科　保育専攻　6 年間の軌跡（1）」に
より履修カルテからの検証がなされたが、本
稿では卒業生アンケート・第一回同窓会発足
におけるクロストークやヒヤリングを通して
卒業生の現状を把握し、専攻科での学びを具
体的に検証していくことを目的とする。
　短期大学での学びを土台に、更に２年間学
ぶ中で幼稚園教諭一種免許及び教育学の学位
を取得していくこととなるが、四年制大学に
はない毎日のインターンシップが本学専攻科
の特色ともいえる。
インターンシップにおける毎日の記録は、
保育実践特別研究や修了研究に活かされ保育
実践力において有効性が実証されていると感
じている。又、学生は継続して 1 年ないし 2
年間を子どもと共に過ごす中で、子どもの声
やつぶやき、眼差しを大切に感じることがで
きるようになっていくが、それが就職後の保
育現場において、如何に有用されていくかで
ある。この時「原理なき実践は脆く、実践な
き原理は空虚である」註１）と言われるように常
に実践を理論と照らし合わせようとする意識
が重要となろう。保育という営みは、乳幼児
期の特質において成果を判断する基準も明確
ではなく、園の保育方針や保育の形態も様々
な現状がある。インターンシップの継続した
体験や、修了研究論文作成をコアとした専攻
科の学びはまさに、実践と理論の融合への入
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　１　（保育 or 仕事）内容についての相談
　２　職場の人間関係について
　３　その他プライベート
　　《回答》n ＝ 12　回答率 80％
　　　１（5 名）　２（３名）　３（4 名）
3　保育実践内容について（保育職 12 名）
　　《回答》n ＝ 11　回答率 92％
オ　現在の担当クラス
1.2 歳児（2 名）　2 歳児（2 名）
3 歳児（2 名）　4 歳児（４名）　混合（１名）
１　一人担任（４名）　２　複数で担当（７名）
カ　保育の計画作成（複数○可）
　１　保育課程や教育課程の作成に参加
　２　年間指導計画作成に参加
　３　月間指導計画作成に参加
　４　週案を話し合っている
　５　日案（計画）について話し合う
　　《回答》n ＝ 10　回答率 83％
キ　　保育日誌や記録について
　１　つけている　　（8 名）　
　２　つけていない　（２名）
ク　1 に○の場合の形式
　・週日案形式　  （6 名）
　・日案形式　　　（1 名）
　・個人記録のみ　（1 名）
ケ　インターンシップの記録との違い
　　《回答より》
・インターンシップ記録は自身が注目している
場面や、印象強い姿を自分で考えた形式に記
述し、見返してわかるように記述していた
が、現在は統一形式にクラス全体の様子、ね
らいに対しての援助や振り返りを主に記録し
ている。所長・主任・担任同士も目を通すの
で、他人にわかる記録をつけるよう心がけて
卒業生 15 名からの回答は郵送、持参、ヒヤリングとい
う形で収集を行った。
1　現況報告 
（回答率 100％）　n ＝ 18
卒業生 14 人＋平成 25 年度卒業生４名
2　ア　勤務状況について　
（回答率 100％）　n ＝ 18
《職歴回答》n ＝ 15　卒業生 回答率 100％
　１　卒業後～現在まで同じ保育園
　２　卒業後～現在まで同じ幼稚園
　３　卒業後～現在まで保育以外の同じ職
　４　卒業後～現在まで職場が変わった
イ　同窓会の発足にあたり、同窓会名称選択
　　《専蝶会に決定》
ウ　専攻科修了後の交友関係・連絡
　　《回答》n ＝ 12　回答率 80％
　１　同期でとりあっている　　67％
　２　時々取り合っている　　　17％
　３　取り合っていない　　　　16％
エ　連絡内容について
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サ 研修会での発表や参加（複数○可）
１　園内研修で授業や発表をした
２　公的な公開保育や発表を行った
３　研修会に参加し受講した
４　何も行っていない
シ 子ども・子育て新システムや認定こども
園法などの情報
　《回答》n ＝ 10　回答率 83％
１　園内の会議等でも議題にあがる
２　内容の経過が理解できるよう伝達がある
３　全く情報は得られない
ス 仕事に関して望んでいる事（複数○可）
１　給与改善
２　勤務時間の短縮
３　自宅での仕事削減
４　研修への参加
５　心身疲労からの解放
６　趣味の時間確保
７　休暇（日）の取りやすさ
　《回答》n ＝ 11　回答率 92％
いる。
・インターンシップ時と少々似ているが
①子どもの活動　②環境構成・配慮事項
③評価　　という形式で毎日記入
・インターンシップでは個々の記録を記述して
いたが、全体の事をおおまかに記録する程度
になっている
・公立でもあり、より形式的になり量が増え
た。提出書類の多さ。（週案・月案・食育計画・
個人記録）
・計画作成はするものの反省点などの記録はな
く、預かり保育は重要視されておらず保育者
と園との考え方や思いが違った
・インターンシップの時より家庭の事情やその
子の一日の生活をしっかり知った上で記録を
するので内容が深くなった
・インターンシップでは補助ということもあり
余裕を持って全体を見ることができそれを記
録に残していたが、一人担任になり、時間に
追われて見れていない部分も多く、日によっ
ては書くのが難しい
コ 1 日の保育の流れについて
１　登園―自由遊びー設定保育―昼食―午
睡―自由遊びー設定保育―降園
　２　登園―自由遊びー設定保育―昼食―自
由遊びー設定保育―降園
　３　登園―自由遊びー昼食―午睡―自由遊
び―降園
　４　登園―自由遊びー昼食―自由遊び―降園
　５　登園―自由遊びー設定保育―昼食―自
由遊び―降園
　《回答》n ＝ 11　回答率 92％
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保育職は「こども」は言うまでもないが保護者、
先輩、同僚、地域の人々等人と関わる仕事で
ある。「肉体労働」「頭脳労働」「感情労働」と
いう表現で仕事が分けられるとすれば、保育
は「感情労働」であるともいえる註２）。子ども
の模範となり、世の模範となる人格の持ち主
であることが前提で人格者としてのイメージ
が付与される。日常の様々な場面で自らの感
情を押さえて相手に尽くすことも要求される。
このことからも、項目 3 －ス の 2・3・5 の高
さが理解できる。
　保育者が行う感情演技は、不思議な程、本
質を見抜く力が大きい乳幼児と、園の方針や
保育者の希望的予測の狭間でズレが生じ、保
育者自身の感情コントロールや葛藤の中で悩
むことがある。「子どもの何を育てようとして
いるのか」そのためには「園全体の職員がど
うあるべきか」を常に評価、確認していく必
要があり、その中で改善され専門性が高まる
のである。項目 2 －エ の回答では保育内容や
仕事の事で連絡を取り合う事が多いという結
果だが、何を悩んでいるのかを伝え合い自己
課題を持ち、問題を主体的に解決していこう
とする姿勢が大切である。
　卒業後も専攻科 2 年間の強い絆の中で連絡
を取り合い、悩みを共有し心身のリフレッシュ
をしている姿が見て取れる。
　項目 3 －サ では、専攻科での研究内容を公
的な場で発表したり、公開保育を行っている
ことが分かり、研修会に参加した場合も、筆
者にも内容を報告してくれる事が多い。又、
卒業後も研究室を訪れ、保育について語り合
う事も多く、保育者として勤務する中での課
題や内容を持って訪れてくれる姿に、成長と
前向きな姿勢を頼もしく思う。
　項目 3 －シ では保育の新システムの情報
伝達等が園によって大きな差があることがわ
かった。情報が随時開示され共通理解されて
いるのは比較的に公立が多く、園によっては
全く情報が得られない場合もあった。情報に
4　専攻科での印象深い思い出
　　《回答》回答率 87％
・毎日のディスカッション
・先生や同期と、職場ではなかなかできない話
し合いができた（保育とは？何が良いのか？
など実務的なことだけでなく、哲学的な話）
・文化祭や海きららなど、地域の中で演じ、自
分たちの企画が子どもたちに喜ばれたこと
・行事などで協力したり、日々の保育後に意見
交換等、短大とは違った様々な経験ができ毎
日が思い出
・インターンシップや現場での多くの実体験
・論文を２年間学び、書き終えたこと
・論文の難しさ
・学位授与認定試験を福岡で受験した時のこと
【卒業生アンケート調査からの考察】
　アンケート項目1・2より、現在の就職先
は私立幼稚園・保育所で 66％、公立保育所及
び幼稚園を含め 83％が保育職である。一般職
の内 2 名は、一度は保育職に従事している。
保育職に全く従事しなかった 1 名についても、
インターンシップは 2 年間継続している。一
般職の 3 名が保育職を選択しなかったことの
起因は様々だが、自分なりに仕事への価値観
を持って服務している。この 3 名の共通項目
の中にインターンシップ記録の中断がある。1
期生～ 6 期生 22 名のうち記録が継続しなかっ
たのは 4 名であるが 4 期生からは 100％継続記
録がなされている。
　毎日の記録は簡単なようであるが継続は容
易ではない。継続のリズムを自分なりに見つ
け、記録の視点を獲得していくことで次第に
子ども観や幼児理解が得られるようになる。
この根気強い記録という作業が良い意味での
芯の強さを育み、保育現場においても有用性
を発揮する。
　今後も記録の構成・内容、パソコンでの入
力方法なども再検討し、継続を奨励していく
こととしたい。
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　第一回専攻科同窓会は、卒業生と在学生を
含めて学修の振り返りを行った。
　卒業生は近況報告、在学生は修学状況を伝
え卒業生に悩みなどを打ち明けながら会を進
めることができた。話が盛り上がり、時間が
足りず次回に持ち越す内容もあったのだが、
この会を通して卒業生・在学生共に今後の課
題を見つけていた。意見交換会の内容を少し
精査して以下に述べてみる。
■…卒業生　□卒業生（リカレント）　▲…在校生
も自分から興味や関心が持てるように、養成
校での学び方の中にも取り入れていくことは
重要である。
　項目 3 －カ では保育の計画への関わりを調
査したが、園全体で共通理解し、目指す幼児
像に向かっての指針となるべき保育課程や教
育課程についての認識が薄い事がわかった。
保育・教育課程から年間計画・月案～日案に
移行するところでも所謂保育のブラックボッ
クスがあり、行事や、保育の流れのみの共通
理解に終始し、子どもの発達に沿ったきめ細
かい対応や問題は、保育者個人の判断に任さ
れることも多く、このことが前述の保育者の
悩みにも繋がっている。行事や保育の流れの
確認についての話し合いも重要であるが、子
どもの理解や支援のあリ方についての話し合
いの場が同じように重要視されなければなら
ない。又、チェックからアクションへの循環
がなされていない傾向が強く、特に新任保育
者は、目前の対処に集中し、長期的な視野に
立った保育の展開に欠ける状況がある。
　項目４ の中に地域交流等も挙げられている
が、毎年 1,000 人を超える参加者がある 佐世
保市「わんぱく広場」では専攻科学生の能力
が高く評価され、ステージの中心的な役割を
担っている。授業に於いて企画力・造形力、
場の構成力が育成されており、保育士会が主
催する地域行事では、親子を魅了する名演技
が話題を呼んでいる。学生の主体性を育くみ、
成果を発表できる好機でもある。（写真資料）
２　第一回専攻科保育専攻同窓会
【同窓会 会議記録】
実施日：平成 25 年 12 月 28 日（土）
時　間：14:00 ～ 16:00
場　所：桜パーキング 402 会議室
参加者：1 期生～ 6 期生 11 名
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り、戸惑うことがあった。
■インターンシップがある長崎短期大学は素
晴らしいと思う。
（２）インターンシップと学業の両立について
■仕事と学業の両立の難しさを感じ、悩みな
がら過ごしていた。
■現場での悩みを持ち帰り、学校で一日を振
り返りながらで自分自身を見つめ直すことが
できた。その振り返りが、学業にも活かされ
ていたと思う。
■職場にいる時間が限られているので、保育
現場の先生たちとコミュニケーションをとる
ことが難しかった。
■午前中は保育者、午後は学生という切り替
えが難しかった。
■どういう働きをすればいいのか理解するま
でに時間がかかった。
■インターンシップをしているからこそ、自
分に何が足りないか、今身に付けるべきこと
は何かを理解することができた。
■午後から学校に戻り、先生方や友達に今日
一日の学びや反省を話すことが何よりも勉強
になった。
■設定保育を任されることが多く、指導案作
成と活動準備に時間がかかり、学業のほうに
支障が出てきた。園の先生方に現状を相談し
たが、うまく連携が取れず、インターンシッ
プを中止してしまった。
■保育士同士の連携が取れないことが一番辛
かった。苦しい中続けてこられたのは専攻科
の存在が大きい。就職した現在も困難なこと
があるが、インターンシップでの経験がある
からこそ、乗り越えらる力が身についたと実
感している。
■学校の課題や論文などで遅くまで起きてい
る事があり、早出は辛かったが、子ども達の
存在が自分を支えてくれた。
■子ども達の生活に寄り添うことで様々なこ
とに疑問を持つことができた。その疑問を授
（１）インターンシップについて
■インターンシップを二ヶ園経験し、それぞ
れに保育の特徴や独自性があり、保育の多様
性を感じた。
■保育は実践経験が何よりも大事であり、イ
ンターンシップの経験は貴重なものだった。
現在保育者として働いているが、その経験が
今、活かされている。
▲インターンシップ先で自分に何ができるの
かを模索中である。先輩方の経験談を聞きな
がら、インターンシップでの実践につなげた
い。
■専攻科の授業や放課後、その日の悩みを学
校で話し、全員で解決することができたが、
就職した今はなかなか解決できていない。専
攻科のような雰囲気作りを園内でも実現でき
ると、保育について今以上語ることができる
と思う。これは今後の課題である。
■専攻科に行き、色々な園で経験させていた
だいたからこそ、自分の目指す保育を見つけ
ることができた。現在は、自分の保育観を見
失わないように子ども達と関わっている。
■保育園と一言で言っても、園の数だけ保育
形態に違いがあるので、在学中に複数園でイ
ンターンシップの経験ができることはとても
貴重だと感じた。
■インターンシップでの経験が今の自分を支
えてくれている。
■仕事内容は職員と同じ内容だが、インター
ンシップ生ということで勤務時間帯を考慮し
ていただいた。
■現在保育園に勤務しているが、幼稚園にも
興味があり、専攻科の 2 年間で保育園と幼稚
園の両方をインターンシップで経験していれ
ばよかった。
■補助保育士としてインターンシップをして
いたが、自分が未熟だったために、先生方と
の人間関係が築けなかったことが残念である。
■インターンシップの位置付けが園によって
異なっていた。実習生として見られる園もあ
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■論文を書き進めていくと、迷いが生じ、苦
しくなった。
■インターンシップで保育を経験し、実践記
録を取りながら論文に取り組むことができた
のはとても良かった。
■自分が何を書きたいのか迷った時に、先生
方が自分の言いたいことを導いてくれ、先生
方の応援があったからこそ、書き上げること
ができた。
■先生に頼りすぎていた。自分の論文なので、
もっと自分なりに分析し、積極的に取り組む
べきだった。
■先生から叱咤激励を受けたことが懐かしい。
自分で調べて研究することが専攻科なのだと
実感した二年間だった。
■論文を書く過程の中で、自分で調べる、考
えることの大切さを学んだ。その姿勢が、就
職してから活かされている。
■自分で考えることを専攻科で学んだ。その
時間が自分のこれからの人生において、とて
も大切だったと心から思う。
（３）考察
　専攻科同窓会は卒業生のみの参加でなく、
在校生との交流を目的としている。今回は初
めての開催ということで、卒業生による在学
中の振り返りが内容の大半を占めていた。在
学生は卒業生の話に圧倒され、自らの発言が
少なかったものの、卒業生の経験談から、自
分達と同じ悩みを持ちながら学業とインター
ンシップの両立をしてきたことを知り、明日
からの保育に活力をもらえたと語っていた。
　インターンシップは、学生にとって自己理
解と保育者の仕事内容を理解するためにとて
も有効であったことが読み取れる。保育現場
で自分自身が保育者としてどのような働きが
できたのか、現場で求められる保育者とは、
どのような知識や技術が必要なのかなど、自
分自身が働きながら保育者の役割とは何であ
るのかを考える良い機会だった。また、職業
業で先生方に尋ね、クラスメートとディスカッ
ションする事で発言力がつき、考えることの
大切さを改めて感じた。
■保育園と幼稚園でのインターンシップの経
験から、幼稚園に就職したいと思い、現在幼
稚園に勤めている。職業選択においても、イ
ンターンシップは良い取り組みだと感じる。
■子どもの病気や怪我の対処など、教科書で
読むだけでは十分理解できないことが、保育
現場で実際に対処することで、怪我した子へ
の対応、まわりの子への配慮、応急処置など
を身に付けることができた。
▲インターンシップ先が母園で、学業との両
立に理解を示してくれた。持ち帰りの仕事も
なく、恵まれた環境である。
■実習の時に“ほうれんそう”（報告・連絡・
相談）が大切だと言われたが、正直、何を報
告すればいいのかわからなかった。しかしイ
ンターンシップに行くことで何を伝え、何を
相談し、どのように連携をとるのか学ぶこと
ができた。
□園には子ども達が、そして学校には友達が
いることで、専攻科の二年間は学ぶことが楽
しくて毎日が充実していた。
□就職すると日々の忙しさにかまけて、保育
の変動に目を向けていなかった。
専攻科で学びを深めることで、保育の現状を
知ることができ、それを保育に活かすことが
できた。園の協力があったからこそ、専攻科
に通うことができた。
□在職中は、一日中園にいることができたが、
リカレント生として学校に通う事で自分が学
校に行った後、クラスの保育がどうなってい
るのか気になっていた。忙しいことがわかる
だけに、午後から抜けることに対して申し訳
なく思っていた。
□時間を惜しみながら勉強していた。
（３）論文について
■二年間で仕上げることに驚いた。
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たすため、保育の質を高め、自己のスキルアッ
プを目的としたリカレント生への体制を整え
ることも今後の課題である。
　インターンシップと学業の両立は、専攻科
にとって重要な要素である。学生のためにイ
ンターンシップを好意的に受け止めてくれる
保育園・幼稚園があるからこそ、専攻科での
学びが充実している。今回の意見交換会は、
何事も経験することが学生にとってのステッ
プアップにつながっている事を再確認できた
時間でもあった。目的意識を持ち、自分から
意欲的にインターンシップの貴重な機会を十
分に活かしたいという気持ちが、今回の意見
交換を通して、在学生にも伝わったと実感し
ている。今後も定期的にこのような場を設け、
卒業生と在学生の絆を大切にしていきたい。
３　S 短期大学訪問　専攻科保育専攻の状況
【訪問日】平成 26 年 1 月 31 日（金）  
【面談者】S 短期大学 学務長 & 吉田
【S 短期大学概況】
　関西地区に位置し、保育学科の単科短期大
学である。専攻科保育専攻が設置されており、
附属幼稚園・保育園・児童館を有する。
　
　以下は S 短期大学学務長との面談内
容の一部である。
　◆　質問事項　　A　回答
◆　貴学では、認定専攻科の設置（平成１２年）
から１３年が経過しているが、その間の学生
確保や教員確保など貴学の伝統、立地、ニーズ、
学生募集について
A　伝統ある養成校、専攻科を有する短期大
学として、以前は近隣の専攻科が設置されて
いない短大に、専攻科生の募集を行い入学者
数も多かった。しかし、他短期大学が四年制
大学へと移行し、現在は内部進学者のみで、
定員充足していない現況がある。
　短期大学入学時に専攻科コースを設け、最
選択の一環として、二年間の間に保育園と幼
稚園の二ヶ所の園でインターンシップを行い、
将来に備えて自らの適性を判断できる期間で
もある。学生は目的意識を持ちながら、貴重
な機会を学びに活かすことができたと実感で
きていた。　
　専攻科生の入学動機としてリカレント生は
今までの保育を振り返り、子ども達にとって
本当の保育とは何なのか、保護者支援のある
べき姿とは、など現場での悩みを抱え入学し
た学生が多かった。そして本科からの学生は、
実習を通し、自分の未熟さを痛感したことが
きっかけで入学したという学生もいた。リカ
レント生と本科から専攻科に入学した学生と
共通した考えとして“保育を深く学びたい”
という目的があるからこそ互いを認め合い、
協力し合って保育の資質を高め合ってきたこ
とが意見交換の中で感じられた。
　専攻科生にとって“記録”はとても大切で
あり、記録綴りは思い出深いものである。日々
のインターンシップを振り返り、今後の学び
に活かすため、記録を取ることを大切にして
いた。その記録が在学中も就職した後も、経
験として残り、記録を取ることの重要さもイ
ンターンシップを通して学んだひとつの経験
だと言える。
　また、リカレント生にとって学び直しの決
断はとても難しいものだと語っていた。専攻
科入学選択において、正職から臨職への変更
や一旦職を辞する場合もあり、保育の質を高
め、自己研鑽のため一歩踏み出することが簡
単ではないという現実がある。学生に戻るた
めには、仕事を割り切って考える決断も強い
られる。リカレント生がいることで専攻科で
の学びも更に広がり、良い影響が考えられる
のだが、現状は難しいようだ。網野ら註 3）は全
国保育士会倫理綱領の条例文 8 に規定されて
いる「研修と自己研鑽による自らの向上」は
保育者のプロとしての証しであるといえると
言っているように、専門職としての責務を果
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ちらにもストレスが大きくなった。ゼミ合同
で群を作り、複数でセッションや意見交換を
していく事で解消を試みている。
◆　研究発表会などの開催について。本学で
は一年次の研究経過発表も併せて 2 月中旬頃
に開催している。インターンシップ先の園の
先生方と学内の授業担当者を招いている。研
究内容についてのご意見をいただきながら、
園側と養成校との親睦をはかる目的も担って
いる。
A　一年次に二回、「テーマ・はじめに」及び
研究の進め方について、二年次に二回、中間
発表と報告を行っている。学内のみで実施し
ているので今後は、長崎短期大学の方法を検
討したい。
◆　学位審査方式の変更によって、専攻科の
裁量に委ねられるウエートが増え、安定的な
学修支援ができるようになったと解される
か？または、その任務が加担されたと解され
るか？
A　任務の加担が大。学生にとっては 10 月完
成の論文が 1 月までとなり余裕はできるが、
学内でのチェックは厳しくなる。
◆　貴学では、学位授与機構からの「教育の
実施状況等の審査」を二回受けられているが、
その中で教員の移動にともなっての教員の再
審査について。審査対応のご苦労について。
A　5 年目の審査は比較的簡単に通ったが、7
年目は非常に厳しく指摘された。教員の業績
不足が厳しくチェック。5 年目審査後から次の
7 年目までの教員の業績が必要。今回の担当者
の評価基準の精査、何を審査されているのか
が不明。
又、7 年目は教員の半数以上が変わっているの
で資料作成も膨大となった。
◆　本学では、インターンシップ支援と研究
支援の二本立てをもって四年制大学との差別
初から 4・5 名は確約し入試は行わない。その
他は短期大学卒業年に 3 回まで受験ができる。
男子が多く公立就職を希望するものが多い。
専攻科から公立に受かる確率も高い。又、専
攻科卒業後は大学院進学も数名いる。
◆　保育現場経験のある社会人がリカレント
のために専攻科を受験してくるケースの頻度
について。又、社会人学生への募集活動の方
法について
A　リカレントは少なく 7 年間で４名。
卒業生が声をかけるケースが多い。
◆　本学では、インターンシップ制度を用い
ながら就業と修学の両立を図っている。貴学
の保育実践力育成について
A　短期大学時には系列の幼稚園・保育園で
観察実習を行う。本実習先は本学の伝統もあ
り、園との繋がりが多くあるので、学校サイ
ドで指定し、地の利にあった学生を振り分け
ている。専攻科では毎週一回インターンシッ
プを行い授業へ反映し実践力を育成している。
又、夏休みに連続 8 日のボランティアを行なっ
ているが、これらのことが四年制大学にない
本校の魅力である。記録などはつけていない。
長崎短期大学のように、毎日インターンシッ
プを行い、記録をつけているというのは衝撃
である。本学ではとても考えられない。
◆　学生の満足度。また、学生のかかえる問
題への対処について
◆　論文作成を指導する、「修了研究」科目の
開講期や教員体制などについて。また、指導
の中での様々なご苦労や工夫などについて
A　上記 2 項目についての回答。
修了研究は、学長・園長を除き全教員で指導
している。学生がレポートを提出し 6 月に内
容に即した教員でゼミを構成。
しかし、近年学生数減に伴って教員と学生が
90 分間 1:1 となることが増え、学生・教員ど
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低いように「子どもの反応を生かし、保育を
展開すること」は容易ではない。子どもの発
達を捉え、保育を展開していく能力は理論だ
けでは身につかない。保育職についてもなお
課題であり、求めてやまないテーマであるこ
とを認識し、実践体験を通して理論と照らし
合わせながら、保育の質を向上させて欲しい。
　評価項目ⅴ『教科・教育課程に関する基礎
知識・技能』の中では、一年次の評価点が最
低であるが、伸び率は 136％であり、各指標に
おいての伸び率も大きい。
　修了研究論文作成に於ける理論的学びが大
きく影響し、他科目に於いても学びの意識の
向上に繋がっていることがわかる。
　学生自身が一年次から、専攻科のディプロ
マポリシーを十分理解し、履修カルテからの
自己評価と考察を行う中で、目標を明確にし
て二年次の履修に繋ぐこと。又、修了時の履
修カルテから実践現場へ繋がる目標や課題を
見出し、現場に出て実践する中での経過報告・
同窓会会議などを充実させていくことが大切
である。
　現在、修了研究論文の中間発表や報告会で
インターンシップ園の施設長始め、関係職員
の列席を頂いているが、意見交換は有意義で
あり、インターンシップ園では、専攻科の授
業内容との関連にも深く関心を示されている。
次代を担う保育者の養成校として、学修成果
が保育現場でどのように発揮されているかが
示される好機でもある。
　短期大学からの専攻科入学者増員や、生涯
学習としてのリカレント生受け入れの方法や
アプローチに課題が残っている。
又、専攻科開設時に行った専攻科設置意義
説明会に加え学修成果をも、より多くの場で
伝えることが必要である。
　短期大学入学時の理由に「専攻科があるか
ら」と答える学生が増えているものの、実習
などで園側から望まれ就職していくケースも
多い。専攻科の学びがどのように意義あるも
化ならびに優位性を目指そうとしている。し
かし、学生確保と教員確保の面で不安定要素
を抱えている。貴学では、専攻科の意義をど
のように捉えておられるか？また、四年制大
学への昇格については？
A　四年制大学への移行は考えられていない。
専攻科には四年制大学にないメリットがある。
専攻科の特質はとても大切である。
（職務で多忙な中、終始丁寧に対応していただ
いた学務長には、畏敬の念が絶えない。）
Ⅳ　まとめと課題
　教育職員免許法施行規則の改正を受け、平
成 22 年度から義務付けられた履修カルテは、
専攻科では学生に開示し、そのカルテを基に
自己評価が続けられている。
　短期大学生の ｢実習における自己評価｣ の
場合は実習園からの評価より自己評価の方が、
比較的高い傾向にあるが、専攻科生は真摯に
自分と向き合い評価をしている姿が見て取れ
る。
―専攻科 保育専攻 6 年間の軌跡（１）―によ
れば、評価項目ⅵ『教育実践』『子どもについ
ての理解』の項目は評価点は低いが伸び率が
高く、本稿の 2 －（3）同窓会 会議記録 考察
の中で「職業選択の一環として、2 年間インター
ンシップを行ったことは、自らの適性を判断
できる期間でもあった。目的意識を持ちなが
ら、貴重な機会を学びに活かすことができた
と実感できた。」とあるように、専攻科修了時
に於いてもインターンシップの有効性は証明
されているといえる。インターンシップ記録
は保育実践特別研究Ⅱ・Ⅳに於いて一年間の
記録の整理を行う。記録を養護（生命の保持・
情緒の安定）と教育（五領域）食育に分類し、
保育の視点の偏りや、自身の記録内容の変化
に着目できるようにしている。このことが、
保育のスキルを伸ばすことに繋がっていると
言えるが、評価項目ⅵ－４の指標の伸び率が
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のなのかを明確に伝えていく必要があり、短
期大学入学時からのモチベーションを維持し
高めて行くことが重要である。
　専攻科の更なる充実をはかり、今後、専攻
科保育専攻が、養成校として保育実践力を育
成していく上での重要なコアになり得るよう
努力を続けたい。
付記　本研究は長崎短期大学、平成 25 年度傾
斜配分研究費の助成を受けて行ったものであ
る。
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